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第５ラウンドのハイライト 
 
 

Bd: 2 NORTH 

DLR: E  K8532 

VUL: N/S  AJ86 

 K10 

 96

WEST EAST 

 64  AQJ109 

 K93  754 

 A9862  J5

 743  QJ8 

SOUTH 

 7 

 Q102 

 Q743 

 AK1052 

有利なバルネラビリティの時に、Ｅはウィーク２でオープンをする誘惑に駆られても
不思議ではない。特にマルチもしくは「ツーウェイ」２ を使っている時は。しかし、

こうしたプリエンプトが高くつく時もある。悪者にお宝をみつけられ、泣くしかない。 
 
ハケット・アームストロングとタイ・ウーの対戦で、イギリスがビッドした４ がこうし

た分類に属するかはわからないが、イギリスがこのディールでプラス６２０とマイナ
ス１２０を記録し、１１IMPを獲得したのは事実である。 
 
内藤・森山ペアはオポーネントがビッドに介入せず、オーバービッド気味の３ＮＴを
ビッドしてダイアモンドリードを受けた。Ｅの成田が３ＮＴにダブルをかけてスペード
リードを要求しなかった理由はわからないが、いずれにせよコントラクトをダウンさ
せるには至らない。 
 

 
 
 

Bd: 5 NORTH 

DLR: N  A2

VUL: N/S  KJ1082

 876

 K109 

WEST EAST 

 Q108754  K9

 64  Q97

 10  AJ952

 AQJ4  752

SOUTH 

 J63

 A53

 KQ43

 863

Nakamura vs Japan Youth 
Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Justin Ino Jason Imakura 

1  Pass 1NT 

3  Pass Pass DBL(1) 

All Pass

(1) カード 
 

 
 
 

加来は３ ダブルをプレイし、 Ｊを当ててプラス５３０。一方のテーブルでは小林が２ＮＴをプレイしてマイナス２００となり、日本ユースチームが８IMPを

取った。Ｓはバランスハンドの１０HCPしかないので、１ に対しては２ とビッドをする選択もある。１ＮＴと捌き、次の機会にジャンプしてプリファーをす

ることも考えられるが、このような痛い失点となるケースは珍しい。 

 
 
 

Bd: 12 NORTH 

DLR: W  AK 

VUL: N/S  K6 

 Q98 

 A109875 

WEST EAST 

 96543  J82 

 A975  Q843 

 J54  107632 

 6  2 

SOUTH 

 Q107 

 J102 

 AK 

 KQJ43 

WEST NORTH EAST SOUTH

Wang Tatai Fu Hara 

Pass 1 (1) Pass 1NT(2) 

Pass 2 (3) Pass 3 (4)

Pass 3NT (5) Pass 4 (6)

Pass 5 (7) Pass 6NT 

All Pass

 
(1) 15-17 HCPバランスハンド; 
(2)トータル・コントロール・アスキング; 
(3) 6コントロール; 
(4) サポート・アスキング; (5) 4枚以上; 
(6) ハートアスキング; (7) Ｋあり、 Ａなし 
 

 
 
 

１０テーブル中９テーブルのＮが６ もしくは６ＮＴをビッドし、メイクした。１０番目のテーブルでは久富チームの原・田多井ペアが不幸にもＳサイドで６ＮＴ

をプレイする羽目となり、しかもオークション中に膨大な量の情報を公開してしまった。注意深く「聞いていた」Ｗのワンは見事な ５のリード。原がロー

カードをプレイしても不思議ではない。ワンはオープニング・リードの殿堂に名を連ねることになった。中国が１７IMPを取り、７４-４２で勝利を収めた。 

 
 
 

Bd: 16 NORTH 

DLR: W  A4 

VUL: E/W  AKQJ106 

 Q4 

 AK7 

WEST EAST 

 10952  KQ76 

 52  98743 

 972  K 

 6542  1098 

SOUTH 

 J83 

 --- 

 AJ108653 

 QJ3 

 
 
 

・・・彼らは全員７をビッドし、 Ｋが落ちて７メイクしたのである。 
 
 
 

これは敢えてビッドしたいグランドスラムではない。誰かそれをラスート・マノッポ、
清水・平田、山田・高橋に教えてあげようではないか。 
 

WEST NORTH EAST SOUTH

Hanayama Lasut Hirata Manoppo 

1 (1) Pass 2  

Pass 3 (2) Pass 3NT(3)

Pass 4NT Pass 6  

Pass 7  All Pass

(1) ストロング; (2) トランプ・アスキング; 
(3) トップアナー１枚、６枚以上 
 

WEST NORTH EAST SOUTH

Kaku Hirata Mizuta Shimizu 

2  Pass 2 (1)

Pass 2  Pass 3  

Pass 3NT Pass 4  

Pass 4  DBL Pass 

Pass RDBL Pass 4NT(2) 

Pass 5  Pass 5  

Pass 7  All Pass

(1) アーティフィシャル・ポジティブ; (2) DI 

 
 
 

Bd: 20 NORTH 

DLR: W  K109 

VUL: Both  KJ7 

 AK875 

 K4 

WEST EAST 

 QJ7542  863 

 ---  98532

 Q1096  J2 

 Q87  1052 

SOUTH 

 A 

 AQ1064 

 43 

 AJ963 

 
スペードリードをＡで勝ち、 Ｋ、 Ａ、スモールクラブを Ｋで

ラフ。無念、１ダウン。  
 
グランドスラムをビッドするのは、裏のＮＳペアが最低でも６を
ビッドするということがわかっているからであり、７をビッドするべ
きか否かは５０％の賭けである。上記の３ペアが７までビッドした
のも頷ける。７ をメイクする方法はいくつかあり、ダウンする方

法は少ない。リウは不運な方を選んで痛い１７IMPを久富チーム
に献上した。 

 
 
 
 

このグランドスラムはフィネスを必要としないので１６番ボードのグランドスラムより
は良いコントラクトである。しかし、諸々の問題が残っているのでこれも７はビッドし
ない方が良いかもしれない。 

WEST NORTH EAST SOUTH

SR Wu Armstrong Tai P Hackett 

2 (1) 2NT Pass 3 ( ) 

Pass 3  Pass 4  

Pass 4  Pass 4  

Pass 5  Pass 7  

Pass 7  All Pass

 

WEST NORTH EAST SOUTH

Kaku Hirata Mizuta Shimizu 

Pass 1NT Pass 2 ( )

Pass 2  Pass 3  

Pass 3  Pass 3  

Pass 4  Pass 4  

Pass 5  Pass 5  

Pass 5NT Pass 7  

All Pass

 

WEST NORTH EAST SOUTH

Kaku Hirata Mizuta Shimizu 

Pass 1NT Pass 2 ( )

2  3  Pass 4  

Pass 4  Pass 4NT 

Pass 5  Pass 6  

Pass 6  Pass 7  

All Pass

 
 
 

 

第６ラウンド総集編 
 
 

Bd: 1 NORTH 

DLR: N  K108632 

VUL: None  54 

 A8 

 Q86 

WEST EAST 

 4  J5 

 AKQ76  J10982 

 107432  5 

 A9  J10753 

SOUTH 

 AQ97 

 3 

 KQJ96 

 K42 

ＮＳの５ はコールドなのでＥＷとしては必要なら６ までビッドをする方が良い

が、実際には５レベルのコントラクトで止まっていた。 
 
面白いのは久富チームの阿部・陳ペアがＳＲウーとＣＨウーとの対戦で３ をプレ

イしたことである。ウーはオポーネントがゲームをビッドしない時は、それ以上ビッド
を続ける理由がないと判断した。一方のテーブルでは久富・寺本ペアがシェン・クオ
を５ まで押し上げてしまい、久富チームが７IMPを失った。 
 
インドネシア対ゲラーチームは双方のＮＳがスペードのゲームをプレイし、プラス４
８０のプッシュ。中国対中村チームは平田・清水ペアが５ ダブルを１ダウンさせた

が、ワン・フーのペアが５ までビッドし、中国が９IMPを獲得した。 
 
残りのテーブルでは４ペアのＥＷ全員が５ をプレイし、ノンダブルも２テーブルで

見受けられた。日本ウィメンズ・チームの内藤・森山ペアはダブルをかけなくて正解
だったようだ。山田チーム（平田）は疲れたオポーネントに助けられて５ をメイク

（スペードのトリックを完全に取り損なった）、山田チームが１１IMPを勝ったが結果
はドローであった。

 
 
 

Bd: 3 NORTH 

DLR: S  54 

VUL: E/W  AKQ10 

 AQJ65 

 72 

WEST EAST 

 10763  K 

 96  J8732 

 9873  K2 

 865  AKJ93 

SOUTH 

 AQJ982 

 54 

 104

 Q104 

最も多かったコントラクトは４ 、メイクしたペアが多かった。ダイアモンドのリードを

Ａで勝つ必要があるが、まだメイクまでの道のりは遠い。ハートのハイカードを３回
プレイしてダイアモンドをディスカードするとＷがラフし、後は何をリターンしてもダウ
ンする。ディクレアラーはクラブで３トリック、あるいはクラブで２トリックとハートの４
巡目でトランプ・トリックを負けることになる。面白いのはハートリードであり、写真判
定が必要な大接戦となるだろう。 ＫがリードされたテーブルではＮは楽に１０ト

リックを確保した。 
 
 
 
４ の洪水の中で、例外はイギリス対日本ユースチームの対戦。ハケット兄弟は

３ ダブルをディフェンスしたのである。大塚は悲惨なダミーを相手に孤軍奮闘し

たが４ダウン、マイナス１１００の失点となった。だが若い彼らの責任ではないだろ
う。ビッドは２ －パス－パス－３ と進んだのではないかと推測される。  
 
 

Bd: 10 NORTH 

DLR: E  J10 

VUL: Both  J1052 

 Q9764 

 96 

WEST EAST 

 A964  K873 

 AKQ9  7643 

 K  A52 

 A873  104 

SOUTH 

 Q52

 8 

 J1083 

 KQJ52 

 
 
 
しかし、この１０番ボードにおける大塚・古田（およびサクール・アスビ）ペアの罪は多少とも重いかもしれない。

彼らはゲームを飛び越え、メジャーのスラムをプレイして１３IMPを献上した。 
 

１８番ボードでは何か雰囲気が漂っていたのだろうか、

Bd: 18 NORTH 

DLR: E  AK92 

VUL: Both  AQ3 

 AJ86 

 Q5 

WEST EAST 

 7  J10654 

 765  982 

 Q10954  72 

 K1087  J32 

SOUTH 

 Q83 

 KJ104 

 K3 

 A964 

１０ペア中８ペアが６ＮＴをビッドし、メイク。例外はイギリスと日本ユースチーム。加来・水田ペアは６ＮＴでハートリードを受けて１ダウン。こうしたボードでダウンをする時は、裏が同
様の結果に終わることを祈るしかないが、どうやらユースチームの守護神が活躍したらしい。裏ではＮＳが何と４-２フィットの６ をプレイして２ダウン、ユースが驚異の３IMP勝ち。

 
 
 

第６ラウンドはスラム絡みの災難が２ボードあった。シングルダミーでは可能性があるものの、実際にはスラムはメイクチャンスがなかった。 
 
８番ボードは山田チームの平田・花山ペアが６ 、２０番ボードでは内藤・森山ペアが６ を試みた。 

Bd: 8 NORTH 

DLR: W  A75 

VUL: None  Q3 

 A873 

 10984 

WEST EAST 

 QJ1092  K8 

 AK983  J42 

 ---  Q65 

 K63  AJ752 

SOUTH 

 643 

 1065 

 KJ10942 

 Q 

Bd: 20 NORTH 

DLR: W  AKQJ 

VUL: Both  K94 

 J2 

 AJ32 

WEST EAST 

 75  1062 

 83  AJ752 

 Q10843  9765 

 K974  10 

SOUTH 

 9843 

 Q106 

 AK 

 Q865 

 
 
 

 

セブンシティ（ラウンド）セブン 
 
 

Bd: 2 NORTH 

DLR: N  Q75 

VUL: None  Q1053 

 A75 

 1052 

WEST EAST 

 K108632  J 

 7  K864 

 J8  Q96432 

 A863  K4 

SOUTH 

 A94 

 AJ92 

 K10 

 QJ97 

ハートのブレイクは悪いが、ゲームをビッドしなかったＮＳペアは最高で１０トリック
を勝った。３ＮＴに対してはダイアモンドをリードするとディフェンス有利。スペード
リードを受けた山田・高橋（対ハケット兄弟）、チョン・タイ（対清水・平田）、井野・今
倉（対ワン・フー）ペアはメイク。３ＮＴをビッドするには多少背伸びをする必要である
が、おそらくハートをみつける前にオポーネントに競り上げられたと思われる。  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

Bd: 5 NORTH 

DLR: N  86 

VUL: N/S  KQJ84 

 A864 

 J4 

WEST EAST 

 742  K 

 A752  10963 

 Q5  10972 

 10873  AQ95 

SOUTH 

 AQJ10953 

 --- 

 KJ3 

 K62 

山田・高橋が６ をビッドした唯一のペアだったが、不親切にも Ａのリードが来な

かったのでダウン。 
 
 
瀬戸口・太田、古田・水田、チョン・タイのペアは全員５ までねばったが投了。トラ

ンプ・リードでダウンするが、最初の２テーブルではＷがクラブ、３テーブル目で
は Ｑをリードに選び、全員が無傷で生還した。  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

Bd: 6 NORTH 

DLR: E  J9542 

VUL: E/W  10963 

 106 

 62 

WEST EAST 

 Q  A 

 KQ754  J82 

 AJ7  K543 

 J1075  AKQ98 

SOUTH 

 K108763 

 A 

 Q982 

 43 

ＥＷの６ がベストコントラクトでコールド。６ もディクレアラーがトランプの扱いを

間違えなければメイク。高山・小林ペアは対インドネシア戦で５ で止まり、裏が

６ をビッドしたので１２IMPの失点。リウ・シンは平田・花山の５ ダブルを選択し

たが、裏のワン・フーも５ をプレイしたため、７ＩＭＰの失点。山田・高橋はスラム

に対してサクリファイス、裏のアームストロング・ハケットがコントラクトを６ に売り

渡したので１２IMPの取り。台湾対中村チームは中村・宮国もサクリファイスし、同
様の結果となった。日本ウィメンズ対久富チームは田多井・原がサクリファイス、瀬
戸口・太田は阿部・陳の６ にコントラクトを売り渡した。  
 
私のテーブルではオークションが次のように進んだ（お仲間も大勢いることと思
う）。 
 

Kokish Mizuta Colker Furuta 

WEST NORTH EAST SOUTH

1  1  

2  4  5  5  

Pass(1) Pass 5NT(2) Pass 

6  All Pass

(1)フォーシング; (2)選択 

 
 
 

 
 
 

 

Bd: 9 NORTH 

DLR: N  A752 

VUL: E/W  KQ1073

 --- 

 K986 

WEST EAST 

 KQ96  84 

 J85  42 

 984  AQJ10762 

 1054  72 

SOUTH 

 J103 

 A96 

 K53 

 AQJ3 

ＮＳの６ が良いコントラクトだが、ビッドしたペアは少なかった。中国

（リウ・サン）とイギリス（アームストロング・ハケット）がスラムをビッドし、
それぞれ山田チームとゲラーチームから１０IMPを獲得。 
 
最も変わったスコアは日本ユース対インドネシア。水田・古田ペアが遠
路はるばる７ までビッド、Ｅがオークションに参加したのは、Ｎがダイ

アモンドのスプリンター・ビッドをした際にダブルをかけた時のみ。Ｗが
ダイアモンドをリードしていればディクレアラーには希望の光が差したこ
とだろう。ダイアモンドをラフ、トランプで戻りダイアモンドをラフ、 ９で

フィネスをしてダイアモンドをラフ、 Ａで戻ってトランプを集めるという

青写真である。だが、かっこいい場面は映画の中でしか見られない。古
田は Ｋのリードが来たので Ｊに負ける必要はなかった。スペードを

負けて１ダウン。一方のテーブルではラスートとマノッポが６ をビッド、

悲惨な対戦結果となるはずだった。ラスートはしばしば洗練されたプレ
イをいとも簡単にやってのけるが、今回は一瞬魔がさしたらしい。トラン
プリードをＮで勝ったのは４-１ブレイクに備えるためだったのか。間違っ
たハンドに入ってしまったために、ダイアモンドを２回ラフすることが難し
くなった。問題に気づいた彼は最高の解決法を見い出した。 ９に向け

てローカードをプレイしたのである。だが、これはミュージカルではなくホ
ラー映画だったらしい。 Ｊに負けて２ダウン、マイナス１００の失点とな

り、何とユースが２IMPの勝ち！ 

 

ラスートは上手なプレイヤーである上に、ブリッジに対しても人生に対しても前向きに取り組む人物ある。ここでもふてくされることなく、立派な態度であっ
たことを記しておく。インドネシアとチームを組むのはとても楽しい。彼らは礼儀正しく、困難に直面した時も哲学的に対処する術を知っている。 

Bd: 11 NORTH 

DLR: S  A 

VUL: None  8764

 Q 

 AK108642 

WEST EAST 

 KQJ9873  102 

 3  KQ 

 AJ54  K108632 

 9  Q53 

SOUTH 

 654 

 AJ10952 

 97 

 J7 

 
 
 

Bd: 12 NORTH 

DLR: W  K9 

VUL: N/S  A87 

 A102 

 AJ762 

WEST EAST 

 J106  Q75 

 KQ9532  4 

 83  KQ97654

 Q5  K8

SOUTH 

 A8432 

 J106 

 J 

 10943 

ＥＷの悲劇。力強く４ までビッドするとＮＳが５ でサクリファイス。Ｅはオフェンス

向きではないハートと、いささか頼りないマイナーを持っているのでダブルをかけ、
Ｗは５ はダウンすると考えてパスをする。しかし、５ が実はコールドで、最善の

選択は５ のサクリファイスであるとは知る由もない。難しいところである。５ ダ

ブルメイクのスコアが多かったのも無理はない。 
 
台湾対中村チームでは中村・宮国が５ をプレイして１ダウン、チョン・タイは６

ダブルをプレイして１ダウンし、中村チームが２IMPの取りという結果であった。 
 
日本ウィメンズ対久富チームでは田多井・原が６ ノンダブルをプレイして１ダウ

ン、阿部・陳はコントラクトを４ で買い取って大きなスィング。久富チームが９IMP

を勝って貴重な１戦を制した（この２チームは準決勝の最終戦で一歩も譲らない戦
いを見せることになる）。  
 
 
水田・古田ペアがユースチームに大きく貢献したボードを２つ。  
 

Kokish Mizuta Colker Furuta 

WEST NORTH EAST SOUTH

2  3  3  3  

Pass 3NT All Pass

 
ＮＳは合わせて２２HCPしかないが、この３ＮＴを落とすのは至難の技である。Ｅ
は Ｑのリードがホールドするとハートにシフト、Ｊ、Ｑ、Ａとなり、Ｎは Ａ、 と続

けた。ＥがＫで勝ち、スペードをリードして10、Ｋの勝ち。Ｎはスペードをエスタブリッ
シュしてプラス６００の見事なスコアを獲得した。Ｅが Ｋをアンブロックした場合は

ＷがＱで勝ち、ダイアモンドをリードするが、Ｎはこれを勝って Ｋ、 と続ける。Ｅ

はハイ・ローいずれのカードをプレイしてもＮはすべてをお見通しである。 

ハケット・アームストロングも３ＮＴをビッドしてメイク、瀬戸口・太田ペアはビッドしたがダウンした。  
 
 
 

Bd: 19 NORTH 

DLR: S  J 

VUL: E/W  AJ2 

 Q5432 

 K964 

WEST EAST 

 Q6  8542 

 KQ9873  1064 

 7  J86 

 AQ72  J53 

SOUTH 

 AK10973 

 5 

 AK109 

 108 

Kokish Mizuta Colker Furuta 

WEST NORTH EAST SOUTH

1  

2  2NT Pass 3  

Pass 3  Pass 3  

Pass 4  Pass 4  

Pass 5  Pass 6  

All Pass

Ｗのオーバーコールをきいた後の６ は良いスラム。ハケット・アームストロング、

瀬戸口・太田ペアもビッドし、メイクした。 
 
この１９番ボードで変わった結果を出したのはチョン・タイのペアであり、彼らはＮＳ
のカードを持って何故か２ で止まった。ブリッジ・プレイヤーの多くは自分の悪い

スコアに敏感なものである。彼らにこの結果を尋ねる時はくれぐれもタイミングを選
ぶように。 

 
 
 

 

ハイ・ファイブ 
 
 

第８ラウンドで最も面白かったのは７番ボードである。 

Bd: 7 NORTH 

DLR: S  KQ1085 

VUL: Both  54 

 --- 

 J95432 

WEST EAST 

 7  963 

 K873  AQ96 

 1042  KQJ975 

 K10876  --- 

SOUTH 

 AJ42 

 J102 

 A863 

 AQ 

Kokish Tatai Colker Hara 

WEST NORTH EAST SOUTH

1 (1) 

Pass 2 ( ) 3  3  

4  4  5  5  

All Pass

(1) 15-17 HCP BAL 

ダブルが良かったとは神のみぞ知る。ダイアモンドリードが来てさえＳは２ダウン
し、マイナス２００の失点となった。ＥＷは Ａのダブルトンをラフアウトすることがで

きるので、注意深くディフェンスをしないとＥＷの５ はメイクする。まさに一方の

テーブルではＳが Ａをリードし、トランプにシフトした。ハイ・ローいずれのカードを

リードしても関係はない。久富・寺本がプラス７５０、１１IMPを獲得した。 
 
平田・清水ペアは４ １ダウンだったが、裏では伊藤・成田ペアが６ までビッド

し、マイナス８００となった。中村チームが１２IMPを獲得したが、最終的にはゲラー
チームが１６-１４で勝った。 

古田・大塚は４ １ダウン、瀬戸口・太田は３ で止まってプラス１４０のスィング。ウィメンズチームはユースチームに２２-８と大勝した。 
 
井野・今倉は切っ先鋭く台湾チーム（シェン・クオ）の５ にダブルをかけ、裏は４ マイナス１００で９IMPを獲得した。 
 
ハケット兄弟も中国チーム（リウ・サン）の５ にダブルをかけてプラス５００、裏は４ をプレイしていたのでイギリスチームが９IMPを獲得、２５-４と圧勝

した。 
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様々なスコアを生んだボード。６ のメイク・チャンスは大きいが、ダイアモンドラフ

で唯一ダウンする。井野・今倉は５ で止まったが、一方のテーブルではチョン・

ウーが３ＮＴに追い込まれ、スペードリードを受けて Ｑをゲスする必要に迫られ

た。無事ゲスを当てた時に彼がもらしたため息をきいた人もいるかもしれない。 
 
日本ウィメンズとユースの対戦結果は、試合が今日スタートし、次の火曜日までで
あれば、大いに異なったものになっただろう。内藤・西田は５ ダブルをプレイした

が、トランプリード、トランプと続いて何とメイク。加来・水田は６ をプレイしたが、

若き水田の才能もトランプの６-１ブレイクの前には刃がたたず４ダウン、マイナス４
００。 
 
宮国・田中は５ をプレイして普通のスコア、山田・高橋は裏でオポーネントの４

にダブルをかけて５００点を稼ぎ出した。 
 

久富チームはインドネシアと対戦したが不運であった。久富・寺本は華麗に６ までビッドしたが、ダイアモンドラフのキリング・リードで頓死。裏のテーブ

ルでは多田井・原の変則的な２ オープン（ダイアモンドと５枚のメジャー）を経て、コキッシュ・コルカーが３ＮＴという間違ったコントラクトに追い込まれ

た。Ｓの２ にＷはパス、Ｎはプレイするつもりで３ をビッド。Ｅが３ オーバーコール、Ｗはクラブのアナーを守るために３ＮＴをビッドした。Ｎはスペー

ドではなくハートをリードしたので、ディクレアラーは１２トリックを取って幸運な１３IMPを獲得、インドネシアは１６-１４と試合を制した。 
 
イギリス対中国の対戦では双方のＮＳが４ ダブルをプレイ。ハケットは何とか９トリックを取ることに成功したが、サンはトランプリードを受けて６トリック

しか取れなかった。 
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